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白寿荘で敬老の日を祝う
９月16日、明世町の白寿荘で「白寿荘敬老会」が

行われ、入所者36人が楽しいひと時を過ごしました。
開会式で 嶋市長は「みなさん健康で、仲良く生

活してください」とあいさつし、アトラクションで
は、オカリナ同好会「アヒルの会」による、「ミッキ
ーマウスマーチ」や「バラが咲いた」など、９曲の
演奏や合唱を楽しみました。

主な内容



介
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介
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認
定
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推
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瑞
浪
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保
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こ
の
制
度
は
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
相
互
扶
助
で
運

営
さ
れ
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
公
費
に
よ

り
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
制
度
の
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
介
護
保

険
を
利
用
し
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
配
慮
す
る
」
を
念
頭
に
運
営
を
し
て
き
ま
し

た
。 

　
今
ま
で
の
推
移
も
含
め
て
、
当
市
の
介
護
保
険
の
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
今
後
も
、
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
大
き
な
変
革
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
制
度
ス
タ
ー
ト
時
と
比
較
し
ま
す
と
、
要
介
護
等
認

定
者
が
４
年
間
で
453
人（
77%
）の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
、

今
後
も
高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
特
に
要
介
護
１

（
Ｈ
16
・
４
月
で
302
人
）や
要
支
援（
Ｈ
16
・
４
月
で
1792

人
）の
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
軽
度
の
方
が
在
宅
で
の
生
活
改
善
を
行
う
た
め
の
、

住
宅
改
修（
手
す
り
な
ど
の
取
り
付
け
）や
福
祉
用
具
購

入（
入
浴
補
助
用
具
）な
ど
の
支
給
が
伸
び
て
き
て
お
り
、

平
成
15
年
度
で
は
、
住
宅
改
修
件
数
111
件
・
福
祉
用
具

購
入
件
数
183
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
民
の
老
後
生
活
に
お
け
る
介
護
の
不
安
に
応
え
る

た
め
の
「
基
礎
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、
平
成

12
年
４
月
か
ら
『
介
護
保
険
制
度
』
が
ス
タ
ー
ト
し
て

４
年
が
経
過
し
、
当
市
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
順
調

に
推
移
し
て
き
ま
し
た
。 

2平成16年10月１日



み
ん
な
の
介
護
保
険  

あ
な
た
が
愛
す
る  

家
族
の
た
め
に 

在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
推
移 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況 

介
護
保
険
制
度
の
見
直
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531 

178 
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194 
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単位　人 単位　円 

在宅サービス利用者 

施設サービス利用者 

在宅１人あたり費用 

施設１人あたり費用 

平成１２年４月 平成１３年４月 平成１４年４月 平成１５年４月 平成１６年４月 

在宅サービス種別利用状況 

単位人 

平成１２年４月 

平成１３年４月 

平成１４年４月 

平成１５年４月 

平成１６年４月 

訪問介護 訪問入浴 訪問看護 訪問リハビリ 通所介護 通所リハビリ 
福祉用具 
貸　　与 

居　　宅 
管理指導 

グループ 
ホーム 

有料老人 
ホーム 短期入所 

◎
問
合
せ
　
高
齢
介
護
課
　
1
内
線
１
５
２
・
１
５
３ 

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
慢
性
的
な
受
け
入
れ
不

足
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
５
月
以
降
は
近

隣
市
で
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
介
護
老
人
保
健
施
設

の
整
備
が
あ
り
、
利
用
者
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
当
市
で
も
、
現
在
「
介
護
老
人
保
健
施
設
ひ
ざ
し
」

の
増
床
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
来
年
４
月
か
ら
の

入
所
者
が
大
幅
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
、
一
人
当
た
り
の
平
均
費
用

額（
月
額
）が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
中
で
も
数
種
類
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
利
用
者
の
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
推
進
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
傾
向
は
、
制
度
ス
タ
ー
ト

当
初
は
通
所
サ
ー
ビ
ス（
デ
イ
や
シ
ョ
ー
ト
）の
希
望
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
訪
問
サ
ー
ビ
ス（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
や
訪
問
看
護
）利
用
者
が
増
加
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
近
年
整
備
の
進
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
利
用
者
は
平
成
15
年
よ
り
急
増
し
て
い

ま
す
。 

　
今
後
は
、
地
域
に

密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
と
も
に
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
末
永

く
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
在
宅
支

援
体
制
の
整
備
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
新
聞
報
道
な
ど
で
ご
存
知
の
よ
う
に
、
現

在
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
平
成
18
年
度

か
ら
の
制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
、
介
護
保
険
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ

り
良
い
制
度
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

①
基
本
理
念
の
徹
底 

・
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
《
量
か
ら
質
へ
》 

・
在
宅
ケ
ア
の
推
進
《
在
宅
支
援
の
強
化
と
利
用
者

負
担
の
見
直
し
》 

・
地
方
分
権
の
推
進
《
保
険
者
機
能
の
強
化
》 

②
新
た
な
課
題
へ
の
対
応 

・
介
護
予
防
の
推
進
《
介
護
と
予
防
の
充
実
》 

・
痴
呆
ケ
ア
の
推
進
《
身
体
ケ
ア
と
痴
呆
ケ
ア
の
充

実
》 

・
地
域
ケ
ア
体
制
の
整
備
《
家
族
同
居
ケ
ア
と
独
居

ケ
ア
の
体
制
整
備
充
実
》 

瑞浪市役所　1 68-21113



１ 

イ
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フ
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エ
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っ
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イ
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エ
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高
齢
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イ
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予
防
接
種
の
受
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方 

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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予
防
接
種
の
受
け
方 
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
が
咳
や
く
し
ゃ
み

な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に
広

が
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。 

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
突
然
の
高
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
で
、
の
ど
の
痛
み
、
咳
、

鼻
水
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。 

　
普
通
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
く
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い

の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。 

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
流
行
が
始

ま
る
と
、
短
期
間
に

小
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
膨
大
な
数
の
人
を

巻
き
込
み
、
特
に
65

歳
以
上
の
高
齢
者
や

慢
性
疾
患
患
者
で
死

亡
率
が
ふ
だ
ん
よ
り

高
く
な
る
と
い
う
点

で
も
普
通
の
か
ぜ
と

は
異
な
り
ま
す
。 

　
予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
空
気
中
に
拡
散
さ
れ

た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
の
で
、
感
染
予
防

の
た
め
に
は
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
常
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
栄
養
や
休
息
を
と

る
こ
と
も
大
事
で
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
広
が
り
に
は
空
気
の
乾
燥

が
関
連
し
て
い
ま
す
。
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ

て
加
湿
し
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
の
マ
ス
ク
や
帰
宅
時
の

う
が
い
、
手
洗
い
は
、
普
通
の
か
ぜ
の
予
防
と
併
せ
て

お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
予
防
接
種
の
注
射
の
跡
が
、
赤
み
を
帯
び
た
り
、
は

れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常

２
〜
３
日
の
う
ち
に
治
り
ま
す
。 

　
接
種
後
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
熱
が
で
た
り
、
寒
気
が

し
た
り
、
頭
痛
、
全
身
の
だ
る
さ
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
２
〜
３
日
の
う
ち
に
治
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
接
種
後
数
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
発
熱
、
頭

痛
、
け
い
れ
ん
、
運
動
障
害
、
意
識
障
害
の
症
状
が
現

れ
る
等
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

　
非
常
に
ま
れ
で
す
が
、
シ
ョ
ッ
ク
や
じ
ん
ま
し
ん
、

呼
吸
困
難
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
過
去
に
ワ
ク
チ
ン
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
た
方
、

鶏
卵
・
鶏
肉
に
過
敏
症
の
あ
る
方
は
、
主
治
医
と
よ
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
は
、
接
種
し
て
い
な
い
人

に
比
べ
て
症
状
が
軽
く
、
高
齢
者
で
は
肺
炎
で
死
亡
す

る
率
が
約
３
分
の
１
に
減
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
毎
年
の
よ
う
に
少
し

ず
つ
変
化
す
る
の
で
、
予
防
接
種
も
そ
れ
に
対
応
し
て

毎
年
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に

接
種
後
２
週
間
程
度
か
か
り
、
そ
の
効
果
が
十
分
に
持

続
す
る
期
間
は
、
約
５
ヶ
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
よ
り
有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
前
の
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受
け
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 
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接
種
方
法 

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
月
間
で
す

月
は
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
月
間
で
す 

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
月
間
で
す 

呼
吸
器
教
室
（
受
講
者
募
集
） 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
医
療
機
関
一
覧
表 

対
象
者 高

齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て 

高
齢
者

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ン
ザ 

　
　
　
予
防
接
種

　
　
　
予
防
接
種
の
受
け
方

の
受
け
方 
高
齢
者

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ン
ザ 

　
　
　
予
防
接
種

　
　
　
予
防
接
種
の
受
け
方

の
受
け
方 
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

　
　
　
予
防
接
種
の
受
け
方 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
予
防
策
を
講
じ
て
も
、

も
し
「
い
つ
も
と
少
し
違
う
か
な
？
」
と
思
う
こ
と
が

あ
れ
ば
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

◎
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
６
７
‐
２
７
０
０ 

　
高
齢
者
の
方
で
、
自
分
の
意
志
に
よ
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
希
望
さ
れ
る
方
の
み
で
、

接
種
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

タ
チ
医
院 

東
濃
厚
生
病
院 

高
村
耳
鼻
咽
喉
科 

瑞
浪
病
院 

セ
オ
医
院 

佐
々
木
外
科
医
院 

宮
川
ク
リ
ニ
ッ
ク 

岩
島
医
院 

明
生
ク
リ
ニ
ッ
ク 

と
よ
だ
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

タ
ル
ミ
医
院 

嶋
崎
内
科
医
院 

勝
股
医
院 

東
濃
ク
リ
ニ
ッ
ク 

わ
だ
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

広
瀬
ク
リ
ニ
ッ
ク 

玉
田
医
院 

西
尾
医
院 

石
田
医
院 

塚
田
婦
産
科
院 

大
湫
病
院 

６
８
‐
３
０
４
３ 

６
８
‐
４
１
１
１ 

６
７
‐
１
１
８
７ 

６
７
‐
１
２
２
１ 

６
８
‐
２
７
３
３ 

６
８
‐
２
８
１
７ 

６
８
‐
２
９
５
９ 

６
８
‐
６
１
１
６ 

６
８
‐
０
０
６
８ 

６
６
‐
２
２
５
０ 

６
７
‐
１
７
３
２ 

６
７
‐
２
３
６
３ 

６
８
‐
８
８
９
６ 

６
６
‐
２
２
１
７ 

６
８
‐
３
１
７
７ 

６
６
‐
２
１
１
２ 

６
９
‐
２
０
０
５ 

６
５
‐
２
７
０
１ 

６
５
‐
２
３
９
０ 

６
３
‐
２
０
０
２ 

６
３
‐
２
２
３
１ 

１
、
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方
。 

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
老
人
医

療
受
給
者
証
、
免
許
証
な
ど
の
あ
る
方
は
、
必
ず
医

療
機
関
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

２
、
接
種
日
に
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
に
よ
り
、

自
己
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

方（
概
ね
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方
） 

　
※
詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
、
医
療
機
関
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

○
接
種
回
数
　
１
回 

○
接
種
期
間
　
平
成
16
年
11
月
１
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
17
年
１
月
31
日（
月
） 

○
接
種
料
金
　
１
、
５
０
０
円 

※
土
岐
市
・
笠
原
町
の
一
部
医
療
機
関
で
も
接
種
可
能

で
す
。 

　
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
白
血
病
な
ど
血
液
の
病
気
で
苦
し

む
方
を
救
う
た
め
骨
髄
提
供
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
骨
髄
バ
ン
ク
は
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
ド
ナ
ー

を
見
つ
け
、
骨
髄
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

骨
髄
提
供
者
の
登
録
を
す
る
デ
ー
タ
バ
ン
ク
で
す
。
ド

ナ
ー
登
録
は
10 
cc
の
採
血
を
す
る
手
続
で
で
き
ま
す
。 

《
休
日
ド
ナ
ー
登
録
の
お
知
ら
せ
（
要
予
約
）
》 

・
日
　
時
　
11
月
６
日（
土
）　
９
時
〜
12
時 

・
場
　
所
　
東
濃
地
域
保
健
所
　
１
階
診
察
室 

※
東
濃
地
域
保
健
所
で
は
、
毎
月
第
１
、
３
水
曜
日
９

時
よ
り
ド
ナ
ー
登
録
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
東
濃
地
域
保
健
所
　
健
康
増
進
課 

　
　
　
　
　
　
　
1
２
３
‐
１
１
１
１
　
内
線
３
６
２ 

　
過
去
に
肺
結
核
で
手
術
や
治
療
を
受
け
ら
れ
た
方
、

重
度
の
じ
ん
肺
な
ど
で
呼
吸
障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど

を
対
象
に
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

・
日
　
時
　
11
月
１
日（
月
）
13
時
〜
15
時
30
分 

・
場
　
所
　
多
治
見
市
文
化
会
館
　
２
階
　
大
会
議
室 

・
内
　
容
　
１
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
酸
素
飽
和
度
測
定 

　
　
　
　
　
２
、
講
演
「
呼
吸
器
感
染
症
と
そ
の
予
防
」 

　
　
　
　
　
　
　
水
田
ク
リ
ニッ
ク
院
長 

水
田
隆
俊
先
生 

　
　
　
　
　
３
、
実
技
「
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

　
　
　
　
　
　
　
木
沢
記
念
病
院
　
理
学
療
法
士 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
恒
彦
先
生 

・
締
　
切
　
10
月
20
日（
水
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
東
濃
地
域
保
健
所
　
健
康
増
進
課 

　
　
　
　
　
　
　
1
２
３
‐
１
１
１
１
　
内
線
３
６
２ 

瑞浪市役所　1 68-21115



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

国
体
出
場
選
手
ら
を
激
励 

「
実
り
の
秋
」
稲
刈
り
体
験 

「
満
潮
　
中
山
尚
子
展
」 

竜
吟
の
森
で
秋
を
染
め
る 

特
別
展「
博
覧
会
と
明
治
の
や
き
も
の
」 

「
安
ら
ぎ
の
調
べ
満
潮
に
よ
せ
る
三
重
奏
」 

ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会 

　
本
の
装
画
や
オ
ペ
ラ
の
舞
台
美
術
等
を
手
が
け
る
、
稲

津
町
在
住
の
中
山
尚
子
さ
ん
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
最
新
の
二
重
奏
的
ア
ー
ト
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

・
時
　
間
　
13
時
30
分
〜
、
14
時
15
分
〜
、
15
時
〜 

・
会
　
場
　
美
術
館
ロ
ビ
ー
に
て 

◎
問
合
せ
　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
1
６
８‐９
４
０
０ 

・
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日（
10
月
11
日
を
除
く
）と 

　
　
　
　
　
10
月
12
・
13
日 

10
月
11
日（
月
） 

・
内
　
容
　
絹
の
プ
チ
ス
ト
ー
ル
を
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
で
草
木
染
め 

・
場
　
所
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
（
釜
戸
町
） 

・
参
加
費
　
１
、０
０
０
円
　
・
定
員
　
20
人（
先
着
順
） 

・
講
　
師
　
山
本
　
三
千
代
　
先
生 

・
締
　
切
　
10
月
17
日（
日
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
1
６
３‐０
０
１
５ 

10
月
23
日（
土
）
９
時
30
分
〜
12
時 

・
開
館
時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分 

・
休

館

日
　
10
月
11
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
と 

　
　
　
　
　
　
10
月
12
日（
火
）・
13
日（
水
） 

　
　
　
　
　
　
11
月
４
日（
木
）・
24
日（
水
） 

・
入

館

料
　
一
般
300
円
　
高
大
生
200
円
　
以
下
無
料 

◎
問

合

せ
　
岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
1
２
３‐１
１
９
１ 

10
月
５
日（
火
）〜
12
月
５
日（
日
） 

10
月
１
日（
金
）〜
11
月
３
日（
水
） 

　
９
月
13
日
、
陶
小
学
校
５
年
生
の
児
童
29
人
が
、
同

町
水
上
の
加
藤
勝
之
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
稲
刈
り
体
験

を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
校
で
は
毎
年
、
総
合
学
習
の
一
環
で
稲
作
体
験
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
は
、
今
年
５
月
に
自
分
た
ち
で
田

植
え
を
し
た
も
の
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。 

　
児
童
ら
は
、
加
藤
さ
ん
か
ら
か
ま
の
使
い
方
や
、
刈

り
取
っ
た
稲
の
束
ね
方
な
ど
を
教
わ
っ
た
後
、
田
ん
ぼ

に
入
り
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
稲
刈
り
体
験
だ
っ
た
加
藤
駿
翔
く
ん
は
「
小

さ
か
っ
た
苗
が
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
、
お
米
が
た

く
さ
ん
で
き
て
よ
か
っ
た
。
稲
を
刈
る
感
触
が
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
収
穫
し
た
お
米
は
、
家
庭
科
の
時
間
に
お
に
ぎ
り
に

し
て
、
み
ん
な
で
味
わ
う
そ
う
で
す
。 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

　
９
月
３
日
、
第
59
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会（
９

月
11
日
〜
14
日
　
埼
玉
県
で
開
催
）に
出
場
す
る
、
水

泳
少
年
男
子
監
督
の
加
藤
哲
久
さ
ん（
北
小
田
町
）と
、

ボ
ー
ト
少
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
す
る
渡
邉
賢

人
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
監
督
と
し
て
６
回
目
の
国
体
出
場
と
な
る
加
藤
さ
ん

と
、
国
体
初
出
場
と
な
る
渡
邉
選
手
は
、
「
選
手
の
緊

張
を
ほ
ぐ
し
て
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
試
合
に

挑
め
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
」
「
８
月
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
体
調
不
良
で
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
国

体
で
は
入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱

負
を
述
べ
、
国
体

で
の
活
躍
を
誓
い

ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は
「 

国
体
出
場
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

加
藤
さ
ん
は
県
の

水
泳
チ
ー
ム
の
監

督
と
し
て
、
渡
邉

君
は
瑞
浪
か
ら
初

の
ボ
ー
ト
競
技
で

の
選
手
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
ま

し
た
。 

6平成16年10月１日



みんなの広場みんなの広場

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室 

第
31
回  

瑞
浪
市
発
明
く
ふ
う
展 

敬
老
の
日
を
前
に
さ
っ
ぱ
り 

土岐児童センター 

市川虎太郎ちゃん 
（２歳） 
釜戸町 

加藤優斗ちゃん 
（２歳） 
稲津町小里 

こたろう ゆうと 

　
９
月
12
日
、
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
で
発
明
く
ふ
う

展
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
応
募
の
あ
っ
た
140
点
の
中
か

ら
32
点
が
県
知
事
賞
や
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

【
発
明
く
ふ
う
の
部
】 

県
知
事
賞
　
奥
村
　
美
月（
瑞
浪
小
５
年
生
） 

　
　
　
　
　
　
『
雑
草
で
作
っ
た
の
れ
ん
』 

発
明
協
会
県
支
部
長
賞 

　
　
　
　
　
市
川
　
隆
俊（
瑞
浪
小
６
年
生
） 

　
　
　
　
　
　
『
蚊
と
り
線
香
強
制
拡
散
器
』 

市

長

賞
　
山
田
健
太
郎（
釜
戸
小
３
年
生
） 

　
　
　
　
　
　
『
光
る
な
が
し
そ
う
め
ん
き
』 

市
議
会
議
長
賞 

　
　
　
　
　
伊
藤
　
雅
一（
陶
小
３
年
生
） 

　
　
　
　
　
　
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
移
動
草
取
り
機
』 

岐
阜
県
先
端
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
館
長
賞 

　
　
　
　
　
有
我
恵
美
子（
一
般
　
釜
戸
町
） 

　
　
　
　
　
　
『
す
そ
ア
ガ
ー
ル
」 

【
絵
画
の
部
】 

発
明
協
会
県
支
部
長
賞 

　
　
　
　
　
伊
藤
功
治
朗（
土
岐
小
５
年
生
） 

　
　
　
　
　
　
『
海
の
底
の
世
界
』 

教
育
長
賞
　
伊
藤
幸
一
郎（
稲
津
小
２
年
生
） 

　
　
　
　
　
　
『
不
思
議
な
海
と
い
え
と
い
き
も
の
』 

　
９
月
14
日
、
稲
津
公
民
館
で
「
男
の
料
理
教
室
」
が

行
わ
れ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
男
性

13
人
が
、
鳥
つ
く
ね
の
照
り
焼
き
や
梅
酒
ゼ
リ
ー
な
ど

５
品
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
料
理
教
室
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
稲
津
支
部

（
市
川
鏡
市
支
部
長
）が
、
町
内
で
高
齢
者
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
の
に
と
も
な
い
、
男
性
で
も
手
軽
に
で
き
る

料
理
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
、
65
歳
以
上
を
対
象

に
今
年
初
め
て
行
い
ま
し
た
。 

　
教
室
で
は
、
参
加
者
が
食
生
活
改
善
推
進
委
員
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
手
際
よ
く
料
理
を
作
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
水
野
五
郎
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
夫
婦
で

支
え
合
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
い
う
思
い
で
参
加
し
ま

し
た
。
手
軽
に
で
き
る
料
理
で
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
」

と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
９
月
７
日
、
瑞
浪
理
容
組
合
女
性
部（
杉
浦
ゑ
み
子

部
長
）の
部
員
12
人
が
、
釜
戸
町
の
み
ず
な
み
陶
生
苑

を
訪
れ
、
入
所
者
約
50
人
に
散
髪
や
ひ
げ
そ
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
入
所
者
の
方
に
、
敬
老

の
日
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
で

８
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
散
髪
を
終
え
た
88

歳
の
入
所
者
は
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
様
子
で

「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
散
髪
し

て
い
た
だ
い
て
気
分

も
明
る
く
な
り
、
と

て
も
気
持
ち
が
い
い

で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▽
勝
股
　
有
美
子
　
様
　
一
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

10
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は 

　
　
　
　
　
　「
夕
や
け 

こ
や
け
」で
す 

◎
防
災
行
政
無
線（
屋
外
放
送
）は
、窓
を
開
け
る
か
、外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。 

瑞浪市役所　1 68-21117



―「
心
の
教
育
」の
充
実
を
― 

前
瑞
浪
市
教
育
長
　
河
合
哲
心 

化
石
博
物
館
第

化
石
博
物
館
第
62
回
特
別
展

回
特
別
展 

　
　
　
　
日
本

　
　
　
　
日
本
の
化
石

の
化
石
シ
リ
ー
ズ
９ 

化
石
博
物
館
第
62
回
特
別
展 

　
　
　
　
日
本
の
化
石
シ
リ
ー
ズ
９ 

退
任
の
ご
挨
拶 

近
畿
近
畿
の
化
石
化
石 

近
畿
の
化
石 

地
球
回
廊
か
ら
お
知
ら
せ 

▲アンモナイト（パキディスカス） 
　兵庫県淡路島の和泉層群産 

　
近
畿
地
方（
滋
賀
県
・
和
歌
山
県
・

京
都
府
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
）か
ら
は

古
生
代
シ
ル
ル
紀（
約
４
億
２
千
万
年

前
）以
降
の
化
石
が
見
つ
か
り
ま
す
。 

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
中
生
代
白
亜

紀（
約
７
千
万
年
前
）の
和
泉
層
群
か
ら

産
し
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
・
貝
・
エ
ビ
な

ど
を
中
心
に
、
こ
の
地
方
の
代
表
的
な

化
石
を
展
示
し
ま
す
。 

・
会
　
期
　
10
月
10
日（
日
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
５
日（
日
） 

・
会
　
場
　
化
石
博
物
館
別
館 

　
　
　
　
　
特
別
展
示
室 

・
入
館
料
　
一
般
　
　
200
円 

　
　
　
　
　
小
中
学
生
100
円 

・
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と 

　
　
　
　
　
10
月
12
日（
火
）・
13
日（
水
） 

　
　
　
　
　
11
月
２
日（
火
）・
４
日（
木
） 

　
　
　
　
　
　
　
24
日（
水
）・
30
日（
火
） 

◎
問
合
せ
　
化
石
博
物
館 

　
　
　
　
　
1
６
８
‐
７
７
１
０ 

　
10
月
１
日
か
ら
地
球
回
廊
の
入
館
料

を
改
定
し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
気
軽
に

入
館
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
化
石
博
物
館
等
と
の
共

通
入
館
料
も
値
下
げ
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

・
４
館
共
通
入
館
券
　
地
球
回
廊
と
化

石
博
物
館
・
陶
磁
資
料
館
・
市
之
瀬

美
術
館
に
入
館
で
き
ま
す
。 

・
団
体
割
引
　
20
人
以
上
の
団
体 

 

一
　
　
般 

小
中
学
生 

個
　
人 

７
０
０
円 

３
０
０
円 

団
　
体 

５
６
０
円 

２
４
０
円 

　
こ
の
度
、
９
月
30
日
付
け
を
も
っ

て
任
期
満
了
に
よ
り
教
育
長
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
20
世

紀
か
ら
21
世
紀
へ
渡
る
４
年
間
で
、

社
会
も
教
育
界
も
大
転
換
期
で
あ
り
、

大
き
な
節
目
の
時
期
で
し
た
。 

　
完
全
学
校
週
５
日
制
、
ゆ
と
り
教

育
の
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
新
し
い

制
度
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

瑞
浪
市
と
し
て
は
、
以
前
か
ら
検
討

さ
れ
て
い
た
幼
保
一
体
化
、
大
湫
小

学
校
の
釜
戸
小
学
校
へ
の
統
合
、
日

吉
中
学
校
の
改
築
、
こ
ぶ
し
教
室
（
適

応
指
導
教
室
）
の
設
置
な
ど
、
多
く

の
こ
と
が
一
定
の
方
向
性
を
見
い
出

し
た
り
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の

暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
の
お
陰
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
21
世
紀
の
瑞
浪
の
教
育
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
「
未
来
を
拓
く
学
力
と
心
」

と
し
、
心
の
教
育
の
大
切
さ
を
強
調

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
今
の

青
少
年
の
み
な
ら
ず
成
人
の
異
常
な

犯
罪
や
事
件
を
見
る
と
き
、
今
後
ま

す
ま
す
、
幼
少
か
ら
の
心
の
教
育
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
瑞
浪
市
で
は
念
願
の
幼
保
一
体
化

が
構
造
改
革
特
区
で
実
施
の
運
び
と

な
り
、
就
学
前
教
育
が
市
全
域
で
公

平
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
す
の
時
代
に
向
か
っ
て
、「
ゆ
た

か
な
心
」
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

育
つ
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
お
礼
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

４
館
共
通
入
館
料 

 

一
　
　
般 

小
中
学
生 

個
　
人 

３
０
０
円 

１
０
０
円 

団
　
体 

２
４
０
円 

　
８
０
円 

地
球
回
廊
入
館
料 
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瑞浪市役所　1 68-21119

・日　時 10月30日（土） ９時30分～16時30分
・場　所 自然科学研究機構核融合科学研究所
※JR土岐市・多治見駅から無料シャトルバスを運行
・内　容 世界最大大型ヘリカル装置見学ツアー、
バーチャルリアリティー体験、真空実験、その他
科学工作・実験ほか
※［特別企画］一日所長　毛利衛氏による特別講演
往復ハガキで申込が必要、10月21日（木）締切
◎問合せ 〒509-5292 土岐市下石町322-6
自然科学研究機構核融合科学研究所
一般公開実行委員会　158-2222 fax58-2601
E-mail open2004@nifs.ac.jp
http://www.nifs.ac.jp/welcome/2004/index.html

・日　時 10月３日（日） 10時～16時
・場　所 総合文化センター展示室
・内　容 住まいの耐震アドバイス、介護改修無料
相談、チャリティーバザーほか
◎問合せ 全建総連瑞浪総支部事務局　168-4664

毎日の暮らしの中で、国や特殊法人の仕事につい
て苦情や要望をお持ちになったときは、行政相談を
ご利用ください。
10月11日（月）「健康福祉まつり」の会場で特設相

談会を開催します（10時～15時）

【行政相談委員】相談は無料、秘密は厳守します。
大熊和子さん〔土岐町7223-3 168－6737〕
三尾義久さん〔土岐町5629-1 168－5811〕
相談日に都合の悪い方は、相談員さんの自宅や電
話、手紙などでいつでも受付けています。
◎問合せ 市民課　1内線105

【エコフェア東濃】
陶磁器のリサイクルを中心とした資源の循環や環

境に優しいエコ製品に関するフェアを開催します。
◆フェア（リサイクル食器等の展示）
・日　時 10月15日（金）～17日（日）９時～17時
・内　容 エコ食器開発＆製品紹介 他
◆シンポジウム
・日　時 10月15日（金）13時30分～16時30分
・内　容 リサイクル食器と循環型社会について
【第11回東濃オリベ環境塾】
循環型作陶と自作茶碗による茶会の参加者を募集

します。（参加費2,000円）
・日　時 10月16日（土）・11月20日（土）午前中
◎申込・問合せ 東濃地域振興局環境課

123-1111 内線272

・日　時 10月24日（日）13時～
・場　所 日吉町半原公民館（文楽館）
◎問合せ 半原操り人形浄瑠璃保存会

（半原区長：土屋孝春）169-2764

テーマ：EM活用で生ごみを家庭菜園に
米のとぎ汁で台所から河川浄化

・日　時 10月30日（土）13時30分～16時
・場　所 総合文化センター（大ホール）
・内　容 事例発表、講演（琉球大学教授：比嘉照夫氏）
・参加費 500円（資料代）

※先着300人にEM発酵液進呈
◎問合せ 瑞浪市明社推進会事務局（森）168-5984

英国を代表する女流陶芸家の器展です。
・期　日 10月31日（日）～11月30日（火）

10時～17時
・場　所 NPO瑞浪芸術館（稲津町萩原1220-2）
・入館料　一般800円、学生500円、小学生以下無料
◎問合せ NPO瑞浪芸術館　166-2170

◆「岐阜県最低賃金」が改正されます」
県内で働くすべての労働者に適用される「岐阜県
最低賃金」を10月１日から時間額669円（１円引上
げ）とするよう改正しました。
◎問合せ 岐阜労働局労働基準部賃金室　1058-245-8104
◆10月は労働保険適用促進月間です
１人でも労働者を雇用する事業主は必ず労働保険

に加入しなければなりません。
◎問合せ 岐阜労働局労働保険徴収室　1058-245-8115

「生ごみから環境と健康が蘇るまちづくり」の講演

瑞浪芸術館第31回企画展「ルーシー・リー展」

核融合科学研究所一般公開のご案内

瑞浪住宅デーのご案内

セラミックパークMINOから催しのご案内

10月18日～24日は『行政相談週間』です
“真心のこもった行政の実現”にあなたの声を

半原操り人形浄瑠璃「第1回半原文楽の日」
～日本の高度な舞台芸術を再現～（入場無料）

※上記以外の入居者募集は行っておりません。 
応募資格　◆原則として市内に３カ月以上住所または３カ月以上勤務地があり、か

つ、市税を滞納していない方 
　　　　　◆現に同居または同居しようとする親族があり、世帯を構成する方 
　　　　　◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方 
応募期間　10月１日（金）～10月８日（金） 

※お問い合せには、平成15年分の所得のわかる書類をご用意ください。 

団地名 

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集 管財課管財課 
1内線内線324市営住宅入居者募集 管財課 
1内線324

所在地 形式 募集数 構造 

3DK ２ 中耐 大法原 南小田町 

2DK １ 簡２ 
PC造 竜吟 釜戸町 

家　賃 敷金 

入
居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の

収
入
・
住
居
の
規
模
・
構

造
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。 

家
賃
の
３
カ
月
分 



来春４月から市内公立・私立保育園に入園を希望
する乳幼児（在園児中の乳幼児で引続き来年度も在
籍される方を除く）の入園希望の受付を行います。
これは、来年度の入園希望数を把握するためのも

のですから、途中入園を希望される乳幼児も必ず申
し込みをして下さい。
◆日　時 10月18・19日（月・火）８時30分～17時30分
当日都合の悪い方は10月22日（金）のみ社会福祉課
にて受付ます。（８時30分～17時）

◆申込先 入園を希望される保育園
◆持参するもの 印鑑（申込み用紙は、各保育園）
◆３歳未満児（生後８ヶ月から）
陶・稲津・みどり・桔梗・竜吟・日吉・一色・啓
明の各園　※定員の関係上、希望する園以外の入
園もあります。

◆延長保育の受付
・みどり、一色、啓明の３園については、19時30
分まで保育します。また、延長を希望される園
児の入園を優先します。

・一定の事由のある方で希望される方は、必ず申
し出て下さい。

・平成17年度から早朝・長時間保育が延長保育と
なり、延長保育料は有料になります。

※正式な申し込み受付けは来年１月に行う予定です。
◎問合せ 社会福祉課　1内線160

★ちびっこ運動会
・日時 10月８日（金） ・対象児 ２歳～就園前
★親子遊び（体操、ふれあい遊び他）
・日時 10月15日（金） ・対象児 １歳～２才
★親子で楽しむ音楽遊び（音楽療法士による）
・日時 10月19日（火） ・対象児 １歳～就園前
・締切 10月12日（火）下記まで
上記いずれも、10時から11時30分まで稲津保育園で
開催します。
◎申込・問合せ 子育て支援センター　166-1064

福祉の仕事に就きたい、福祉の仕事に関心がある
方を対象に、職種、業務内容についての相談や、求
人情報の提供、資格取得についての説明などを行い
ます。多数の方のご来場をお待ちしています。
・日　時 10月16日（土） 13時～16時
・会　場 多治見市文化会館　大会議室
・参加費 無料
◎問合せ 岐阜県福祉人材・研修センター

1058-276-2510

10平成16年10月１日

◆体験コーナー 木工アート、アクリルたわし作り、
お手玉作り、ペットフラワーをつくろうなど環境
をテーマにした楽しい科学実験や工作

◆展示コーナー 各種リサイクル製品（ペットボト
ル・陶磁器等）の紹介、リサイクル分別収集紹介、
LPガス自動車、浄化槽など

◆ステージイベント エコフォーラム2004：サイエンスショー
◎問合せ 環境課　1内線490

県では10月１日から31日まで、ごみの減量化を推
進するために「マイ・バッグ・キャンペーン」を実
施します。
◆活用していただいていますか？

市でも増え続けるゴミの減量とリサイクル製品の
利用促進の意識を高めていただくため、全世帯対象
に「エコバッグ（買物袋）」を配布しました。
◆消費者の皆さんは

・買物には買物袋を持参し、レ
ジ袋を辞退しましょう。

・不要な包装を辞退し、商品の
簡易包装を求めましょう。

・商品を購入するときは、リサ
イクル製品を選びましょう。

◆販売店のみなさんは

・管内放送、チラシ等により消費者の皆さんに買物
袋持参運動を呼びかけましょう。

・商品の簡易包装に努めましょう。
・リサイクル製品コーナー等を設けて、積極的にリ
サイクル製品の販売に努めましょう。

◎問合せ 環境課　1内線490

「割り箸リサイクル」は、瑞浪市飲食店組合が市
の協力を得て行なっていますが、新不燃物最終処分
場の建設によって保管場所が確保できないため一時
中止させていただきます。なお、再開の目途がつき
ましたら「広報みずなみ」で連絡をさせていただき
ます。
◎問合せ 瑞浪市飲食店組合

168-3067 加藤安司（鳥安）

「買物袋持参運動」を実施します

来春の保育園入園を受付ます

「福祉の仕事ガイダンス」

子育て支援センター
「おんぶにだっこ教室」からのお誘い

市制50周年 環境フェアみずなみ2004
～地球にやさしい環境を考えよう～

10月23日（土）・24日（日）
９時30分～16時30分

サイエンスワールド〈入場無料〉

「割り箸のリサイクル持込み」
一時休止のお知らせ



瑞浪市役所　1 68-211111

◆野生鳥獣をむやみに捕獲することは、法律で禁じ

られています。

野生鳥獣（イノシシ、カラスなどの哺乳類及び鳥
類）を手続きなしで捕獲することは、「鳥獣の保護
及び狩猟の適正化に関する法律」で禁じられていま
す。（法第８条）野生鳥獣を捕獲できる場合は、次
の場合に限られます。
①有害鳥獣捕獲等の許可を得て行う場合（法第９条
第1項）

②狩猟期間内に狩猟可能区域において狩猟鳥獣を捕
獲する場合（法第11条第１項）

※農作物を野生鳥獣から守るための捕獲であって
も、上記以外の場合には法違反により罰則が科せ
られます。（法第83条から86条）

◆農地（農作物）などが被害にあったらどうしたら

いいの？

このような場合、まず農林課へ被害の状況をお知
らせください。みなさんの情報が有害鳥獣被害の拡
大防止につながります。
また、市では農林畜産物等への鳥獣被害を防止す

るために「電気牧柵器」を購入される方に補助制度
を設けています。

補助内容等

６万円以上の電気牧柵器を購入された方に対
し、３分の１に相当する額を購入補助します。
（上限10万円）

◆大型の獣類を目撃した場合、どうしたらいいの？

市内において目撃される大型の獣類はイノシシが
最も一般的です。
イノシシは夜行性ではありませんが、人里付近で

は人目を避けて夜に行動するといわれており、発見
したとしても、こちらから騒いだりしなければ危害
を加えることはほとんどないようです。
また、近年ではカモシカや、近隣において未確認

ではありますが、ツキノワグマの目撃情報等（市内
では現時点でツキノワグマは確認されていません）
もあるようですから、目撃された方は農林課までお
知らせください。
猟友会の方からご協力をいただきながら、調査を

します。

◎問合せ 農林課　1内線475

野生鳥獣に関するお知らせハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…10月11日（月）10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…10月21日（木）10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…10月６日（水）・13日（水）・24日（日）
10時～16時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148
日時…毎週月曜日　10時～15時

◆高齢者・障害者権利擁護相談
社会福祉協議会　168-4148

日時…10月14日（木）13時30分～16時

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線160

日時…10月８日（金）９時～12時
◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245

日時…10月19日（火）10時～15時
※高齢者向け住宅改修相談有り

◆税務相談 税務課　1内線120
日時…10月21日（木）10時～15時

◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　10月６日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

10月６日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティーセンター

10月13日（水）10時～12時
・日吉コミュニティーセンター

10月13日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…10月５日（火）９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・金曜日　13時～17時

（12日を除く）
◆電話相談　相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） ９月分 10月12日
○国民健康保険料 10月分 11月１日
○保育料 10月分 11月１日
○水道料金・下水道使用料 ９月分 11月１日
○市営住宅使用料 10月分 11月１日
○介護保険料 10月分 11月１日

10月２日（土）・８日（金）・19日（火）・25日（月）・
31日（日）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

相 談 コ ー ナ ー
（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）（10月分）

（火）
（月）
（月）
（月）
（月）
（月）
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がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん） 

ハ－トピア健康相談 
夜間健康講座参加者大募集＜第３回＞ 

麻しん予防接種 

健康相談 

麻薬・覚せい剤乱用防止運動 
　　　　　　　10月1日～11月30日 
『薬物に　売るな人生　君の夢』 

歯科休日在宅当番医 受診時間：９時～15時 

献血にご協力ください 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

３ 歳 児 健 康 診 査   
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
歯ブラシ・コップ・タオル 
※保護者の歯科健診等を 
　同時に実施します。 

平成13年10月１日～ 
　　　10月15日生まれ 

平成13年10月16日～ 
　　　10月31日生まれ 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　お越しください。 

２歳児はみがき教室 平成14年10月生まれ 10月  7日（木） 

10月14日（木） 

10月19日（火） 

２歳６ヶ月児はみがき教室 平成14年４月生まれ 

３歳６ヶ月児はみがき教室 平成13年４月生まれ 

10月15日（金） 

10月22日（金） 

10月21日（木） ◆時間　８時30分～11時 ◆料金　各500円 

【場　所】保健センター 
【対象者】40歳以上の希望者（定員50人） 
【締　切】10月14日（木） 
【申込み】保健センター 

10月21日（木）９時30分～11時30分 
【場　所】ハートピア（市民福祉センター） 
【内　容】血圧測定・尿検査・健康相談・栄養相談 
【担　当】保健師、管理栄養士 
＊健康チェックの機会として気軽にご利用ください。 

10月20日（水）19時～20時30分 
【テーマ】「歯並びが気になる方へ」 
　　　　　　～私は矯正治療で満足できるの？～ 
【講　師】ホワイト歯科矯正歯科 
　　　　　佐々木　貴浩　歯科医師 
【場　所】保健センター 
【料　金】無料 
【申込み】保健センター 
※歯並びが悪いと、むし歯や歯周病になりやすい・良
くかめない・口もとが気になる・発音しにくいなど
が生じます。 

　正しいかみ合わせは、美しい笑顔・楽しい会話・全
身の健康に関係します。 

【対 象 者】平成15年10月生まれ 
＊満７歳半（90ヶ月）未満でまだ接種していない児も
含む。ただし、麻しんにかかったことのある児は
除く。 

【料　　金】無料 
【接種方法】①10月25日（月）までに、申込みハガキを

保健センターまで提出してください。 
②11月１日（月）以降に希望した医療機関
に電話予約をし、接種して下さい。 10月13日（水）保健センター 

　薬物に手を出すことは、あなた自身を破壊し、大切
な一生を棒にふってしまうことになります。 
　薬物乱用の防止は、薬物を乱用する一部の人だけの
問題ではありません。大切なのは薬物乱用を許さない
社会環境づくりをすることです。 

後藤歯科医院 10月10日（日） ６７－１００５ 

小木曽歯科医院 10月11日（月） 

※受診の際は、当日電話予約が必要です。 

６７－１７８８ 

場　　所 月　　日 時　　間 

総合文化センター 10月11日（月） 10時～15時 

14時30分 
　～15時 

医師による 
健康相談 

医師による個別相談 
血圧測定・尿検査 

９時30分 
　～11時 

乳幼児相談 
身体測定と育児相談 
＊母子健康手帳を持参してください。 

14時～16時 栄養相談 管理栄養士による個別相談 

日　時 相談名 内　　容 


